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『
文
明
十
六
年
二
月
和
漢
千
句
』
考

―
付
、
第
五
百
韻
・
三
つ
物
翻
刻

―

小

山

順

子

は
じ
め
に

十
五
世
紀
後
半
、
応
仁
・
文
明
の
乱
が
終
わ
っ
た
後
、
禁
裏
で
は
天
皇

を
中
心
と
し
た
文
学
活
動
が
活
況
を
呈
す
る
。
後
土
御
門
天
皇
の
御
世
で

あ
る
。
天
皇
の
権
威
の
失
墜
、
経
済
的
疲
弊
と
い
う
状
況
と
は
裏
腹
に
、

文
芸
・
学
芸
に
つ
い
て
い
え
ば
、
め
ざ
ま
し
い
隆
盛
で
あ
っ
た
の
が
後
土

御
門
天
皇
時
代
で
あ
る
。
熱
狂
と
表
し
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
に
文
芸

を
好
ん
だ
後
土
御
門
天
皇
で
あ
っ
た
が
、
特
に
熱
中
し
た
の
が
、
連
歌
・

連
句
・
和
漢
聯
句
と
い
っ
た
連
句
文
芸
で
あ
っ
た
。

連
歌
が
地
下
連
歌
か
ら
堂
上
へ
と
、
連
句
が
五
山
禅
林
か
ら
宮
中
へ
と

波
及
し
た
と
い
う
点
で
、
連
歌
と
連
句
は
禁
裏
が
主
役
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
和
漢
聯
句
は
、
現
存
す
る
作
品
も
、
ほ
と
ん
ど
は
禁
裏
及
び
公
家

社
会
で
巻
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
和
漢
聯
句
は
、
和
句
・
漢
句
の
作
者
を

必
要
と
す
る
。
和
句
だ
け
で
あ
れ
ば
地
下
に
も
、
漢
句
だ
け
で
あ
れ
ば
禅

林
に
も
名
手
が
い
る
。
し
か
し
和
漢
の
双
方
に
精
通
す
る
高
い
教
養
は
公

家
た
ち
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
し
、
和
句
・
漢
句
の
い
ず
れ
か
の
み
の
名
手

が
一
堂
に
会
し
て
和
漢
聯
句
を
巻
く
と
し
て
も
、
そ
の
場
は
禁
裏
周
縁
以

外
に
は
得
が
た
か
っ
た
こ
と
が
、
禁
裏
周
辺
に
作
品
が
集
中
す
る
理
由
で

あ
ろ
う
（
一
）

。
そ
の
点
で
、
和
漢
聯
句
と
は
禁
裏
に
お
い
て
こ
そ
花
開
い

た
文
芸
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

和
漢
聯
句
は
、
十
三
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
『
王
沢
不
渇
抄
』
に
「
連

句
連
歌
」
と
し
て
登
場
す
る
が
、
現
存
す
る
最
古
の
作
品
は
、
貞
和
二
年

（
一
三
四
六
）
の
『
西
芳
精
舎
和
漢
聯
句
』
で
あ
る
。
そ
の
後
も
和
漢
聯

句
は
巻
か
れ
続
け
、
一
条
兼
良
『
連
歌
初
学
抄
』
（
一
四
五
二
―
一
四
五

六
成
立
）
に
は
「
和
漢
篇
」
と
し
て
和
漢
聯
句
の
式
目
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
足
利
義
政
周
辺
で
も
、
寛
正
年
間
（
一
四
六
〇
―
一
四
六
七
）
に
は

和
漢
聯
句
が
好
ま
れ
て
い
た
（
二
）

。
し
か
し
、
和
漢
聯
句
が
盛
ん
に
巻
か

れ
、
禁
裏
に
お
け
る
文
芸
の
一
角
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
後
土
御

門
天
皇
の
時
代
で
あ
る
。
禁
裏
で
は
公
家
だ
け
で
は
な
く
五
山
禅
僧
も
連

な
り
、
頻
繁
に
和
漢
聯
句
が
催
さ
れ
た
。
和
漢
聯
句
の
歴
史
に
お
い
て
、

後
土
御
門
天
皇
時
代
に
大
き
な
峰
が
存
在
す
る
の
は
、
禁
裏
と
禅
林
と
の

密
な
関
わ
り
が
背
景
に
あ
る
。

し
か
し
和
漢
聯
句
の
隆
盛
に
は
、
何
よ
り
も
後
土
御
門
天
皇
の
熱
狂
が

大
き
く
働
い
て
い
る
。
文
明
十
一
年
（
一
四
八
〇
）
頃
か
ら
後
土
御
門
天

皇
は
、
夥
し
い
数
の
和
漢
聯
句
を
巻
い
た
（
三
）

。
そ
の
中
に
は
、
様
々
な

趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
う
し
た
試
み
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
尚

氏
（
四
）

が
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
文
明
十
一
年
閏
九
月
十
三

日
の
和
漢
百
韻
は
各
句
に
名
所
と
人
名
を
詠
み
込
む
こ
と
を
課
し
た
も
の
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で
あ
り
、
文
明
十
八
年
「
和
漢
狂
句
」
は
和
漢
俳
諧
の
先
蹤
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
単
に
百
韻
を
完
成
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
試
み

を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
後
土
御
門
天
皇
は
和
漢
聯
句
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
よ
う
な
後
土
御
門
天
皇
禁
裏
の
一
連
の
和
漢
聯
句
に
お
け
る
、
最

大
規
模
の
催
し
が
、
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
二
月
二
十
三
日
か
ら
二

十
五
日
ま
で
の
三
日
間
を
か
け
て
巻
か
れ
た
和
漢
千
句
で
あ
る
。
和
漢
千

句
は
、
十
六
世
紀
後
半
に
な
る
と
し
ば
し
ば
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
が
（
五
）

、
文
明
十
六
年
の
和
漢
千
句
は
、
そ
の
濫
觴
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
文
明
十
六
年
二
月
和
漢
千
句
（
以
下
、
本
和
漢
千
句
）
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
齋
藤
清
衞
氏
・
朝
倉
尚
氏
・
深
沢
眞
二
氏
に
よ
る
紹
介
が

あ
る
が
（
六
）

、
小
稿
で
は
、
成
立
や
連
衆
な
ど
基
本
的
な
事
項
を
整
理
し

た
上
で
、
本
和
漢
千
句
の
背
景
や
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
成
立
過
程

ま
ず
和
漢
千
句
の
興
行
の
様
子
を
、
『
実
隆
公
記
』
を
中
心
と
し
て
、

諸
資
料
か
ら
追
っ
て
み
よ
う
。

企
画
に
つ
い
て
初
め
て
記
事
が
見
え
る
の
は
、
『
実
隆
公
記
』
二
月
五

日
条
の
「
当
番
為
二

第
一
請
取
一

早
朝
参
内
、
於
二

御
□
一

千
句
和
漢
御
会
事

(

前)

大
略
被
三

相
二

定
之
一

、
題
、
御
人
数
以
下
事
染
筆
了
、
午
時
退
出
、（
下
略
）
」

で
あ
る
。
題
や
連
衆
な
ど
、
和
漢
千
句
に
つ
い
て
の
お
お
よ
そ
の
こ
と
が

こ
の
時
点
で
定
め
ら
れ
た
。

な
お
『
実
隆
公
記
』
九
月
六
日
七
日
紙
背
文
書
は
、
各
百
韻
の
題
と
発

句
・
入
韻
句
・
第
三
句
の
作
者
を
記
し
て
い
る
。
九
月
六
日
七
日
紙
背
文

書
を
引
用
す
る
（
〈
〉
内
は
見
せ
消
ち
）。

第
一
鶯

御
製

蘭
坡

親
王
御
方

第
二
残
雪

伏
見
殿

御
製

連
輝

第
三
柳

権
帥

万
松

〈
実
隆
〉

〈
姉
小
路
〉

〈
梶
井
殿
〉

伏
見

第
四
紅
梅

按
察

海
住
山

〈
承
英
〉

実

隆

第
五
蕨

〈
大
蔵
卿
〉

承
英

肖
柏

実

隆
第
六
春
雨

姉
小
路

〈
実
隆
〉

〈
承
球
〉

大

蔵

卿

卜
部
兼
致

第
七
桜

肖
柏

正
彝

〈
按
察
〉

姉

小

路

第
八
燕

海
住
山
々

和
長

蘭
坡

第
九
梨
花

〈
梶
井
殿
〉

承
球

御
製

左

府
第
十
蛙

宮
御
方

連
輝

万
松

こ
の
記
録
に
は
、
以
後
に
連
衆
と
し
て
名
の
見
え
な
い
梶
井
殿
（
堯
胤

法
親
王
。
伏
見
宮
貞
常
親
王
の
子
、
後
花
園
天
皇
猶
子
）
と
大
蔵
卿
（
勧

修
寺
経
茂
）
、
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
十
三
日
に
出
座
を
辞
退
し
て
い

る
肖
柏
の
名
が
見
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
が
十
三
日
以
前
の
記
録
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
、
お
そ
ら
く
は
『
実
隆
公
記
』
二
月
五
日
条
の
「
題
、

御
人
数
以
下
事
染
筆
了
」
に
該
当
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

二
日
後
の
七
日
に
も
、
月
次
和
漢
聯
句
御
会
の
後
に
、
実
隆
は
天
皇
か
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ら
和
漢
千
句
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
十
二
日
に
実
隆

は
親
王
御
方
月
次
連
歌
会
の
後
に
天
皇
か
ら
召
さ
れ
、
和
漢
千
句
を
告
知

す
る
こ
と
を
仰
せ
下
さ
れ
、
御
前
で
そ
の
書
状
を
書
き
退
出
し
た
。

翌
十
三
日
、
実
隆
は
告
知
の
書
状
を
連
衆
へ
と
送
っ
て
い
る
。
帥
（
葉

室
教
忠
）
・
海
住
山
（
高
清
）・
按
察
（
甘
露
寺
親
長
）
・
姉
小
路
（
基
綱
）

・
（
東
坊
城
）
和
長
・
源
富
仲
・
卜
部
兼
致
の
名
が
見
え
る
。
肖
柏
へ
も

送
っ
た
も
の
の
、「
心
気
労
難
レ

治
二

故
障
一

」
の
た
め
辞
退
し
て
い
る
。
蘭

坡
も
所
労
の
た
め
に
辞
退
を
申
し
出
た
が
、
天
皇
は
強
く
出
座
を
要
請
し

た
。
甘
露
寺
親
長
の
『
親
長
卿
記
』
十
三
日
条
に
も
、
二
十
三
日
よ
り
和

漢
千
句
を
執
り
行
う
こ
と
、
二
十
二
日
の
夜
か
ら
参
候
せ
よ
と
の
奉
書
が

実
隆
か
ら
届
き
、
出
座
す
る
旨
の
返
書
を
送
っ
た
旨
が
見
え
る
。

ま
た
十
四
日
に
実
隆
は
、
勧
修
寺
教
秀
に
書
状
を
出
し
て
い
る
。
教
秀

は
当
年
に
出
座
し
て
い
な
い
が
、
「
今
度
千
句
無
レ

人
」
の
た
め
に
必
ず
出

座
す
る
よ
う
に
と
い
う
天
皇
の
命
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
日
に

は
、
承
球
が
実
隆
を
訪
問
し
て
い
る
。
こ
れ
は
和
漢
千
句
の
こ
と
を
申
し

含
め
る
た
め
に
、
前
日
に
招
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
承
球
に
は
和
漢
千
句

の
委
細
を
示
し
た
。

十
五
日
に
は
、「
抑
今
度
千
句
御
人
数
和
衆
無
レ

人
」
の
た
め
、
左
大
臣

・
西
園
寺
実
遠
に
出
座
を
要
請
す
る
よ
う
仰
せ
が
あ
り
、
翌
十
六
日
に
実

隆
は
雨
の
中
を
西
園
寺
邸
へ
と
出
向
き
、
天
皇
の
命
を
伝
え
て
い
る
。
十

四
日
の
勧
修
寺
教
秀
へ
の
出
座
要
請
と
合
わ
せ
、
特
に
和
句
の
連
衆
が
不

足
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
十
六
日
に
西
園
寺
邸
か
ら
内
裏
に

戻
っ
た
実
隆
は
、
千
句
の
発
句
題
を
天
皇
が
染
筆
し
た
も
の
の
う
ち
、
天

皇
・
伏
見
宮
邦
高
親
王
・
勝
仁
親
王
の
三
人
を
除
く
公
卿
七
人
の
担
当
す

る
題
を
預
か
っ
て
い
る
。

十
七
日
、
実
隆
は
千
句
の
発
句
題
を
そ
れ
ぞ
れ
へ
と
遣
わ
し
た
。
『
実

隆
公
記
』
の
こ
の
日
の
条
に
は
、
各
百
韻
の
題
と
発
句
作
者
が
記
さ
れ
て

い
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
二
月
五
日
の
時
点
で
題
と
連
衆
の
腹
案
を

練
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
辞
退
し
た
者
も
い
た
た
め
、
発
句
作
者
に
変

更
が
見
ら
れ
る
。
最
終
的
に
定
め
ら
れ
た
発
句
作
者
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
題
と
と
も
に
挙
げ
る
。

第
一
百
韻
…
鶯
、
御
製

第
二
百
韻
…
残
雪
、
邦
高
親
王

第
三
百
韻
…
柳
、
葉
室
教
忠

第
四
百
韻
…
紅
梅
、
甘
露
寺
親
長

第
五
百
韻
…
蕨
、
三
条
西
実
隆

第
六
百
韻
…
春
雨
、
姉
小
路
基
綱

第
七
百
韻
…
桜
、
海
住
山
高
清

第
八
百
韻
…
燕
、
勧
修
寺
教
秀

第
九
百
韻
…
梨
花
、
西
園
寺
実
遠

第
十
百
韻
…
蛙
、
勝
仁
親
王

追
加
（
平
野
）
…
花

な
お
十
八
日
は
、
妻
が
実
家
の
勧
修
寺
邸
に
出
向
い
た
も
の
の
、
実
隆

は
体
調
不
良
で
同
行
し
な
か
っ
た
。
『
実
隆
公
記
』
九
月
二
十
六
日
か
ら

二
十
九
日
の
紙
背
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
女
房
奉
書
が
あ
る
。

こ
の
御
れ
う
し
よ
ろ
こ
び
お
ぼ
し
め
し
候
へ
ど
も
、
御
す
ん
ぽ
う
に

一
す
ん
ば
か
り
み
じ
か
く
候
て
、
御
よ
ぶ
に
た
ち
候
は
ず
候
ほ
ど
に
、

（
余
分
）

返
し
つ
か
わ
さ
れ
候
。
御
む
し
け
心
も
と
な
く
お
ぼ
し
め
し
候
、
こ
ん

（

献

）

を
す
ご
さ
れ
候
は
で
、
千
く
の
ま
へ
に
や
う
じ
や
う
候
べ
く
候
よ
し
、

よ
く
申
と
て
候
、
か
し
こ

又
御
事

趣
旨
は
、
実
隆
が
用
意
し
た
料
紙
の
寸
法
が
短
す
ぎ
た
た
め
に
差
し
戻
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す
と
い
う
こ
と
だ
が
、
後
半
は
、
実
隆
の
体
調
不
良
（
『
実
隆
公
記
』
に

は
「
歓
楽
」
（
病
気
）
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
虫
気
す
な
わ
ち
腹

痛
で
あ
っ
た
ら
し
い
）
を
気
遣
う
文
面
で
あ
る
。
酒
を
飲
み
過
ぎ
ず
、
よ

く
養
生
し
て
千
句
に
備
え
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
い
る
。
御
会
の
常
連
で
、

和
漢
千
句
興
行
の
連
絡
役
も
務
め
る
実
隆
に
対
す
る
親
し
さ
が
窺
わ
れ

る
。二

十
日
に
実
隆
は
参
内
し
て
、
和
漢
千
句
に
つ
い
て
天
皇
と
語
り
合
い
、

実
隆
が
出
句
す
る
第
五
百
韻
の
発
句
を
決
め
た
。
午
刻
に
退
出
し
た
後
、

承
球
が
来
た
。
『
実
隆
公
記
』
に
欠
字
が
あ
る
た
め
文
意
が
取
れ
な
い
箇

所
が
あ
る
が
、
承
球
は
和
漢
千
句
御
会
に
参
仕
す
る
際
の
服
装
に
つ
い
て

相
談
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
七
日
間
、
代
理
の
者
に
聖

廟
（
北
野
社
）
に
参
詣
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
十
二
日
の
晩
に
、
翌
日
か
ら
の
和
漢
千
句
に
備
え
、
連
衆
が
御
前
に

参
上
し
た
。
発
句
は
十
七
日
に
下
さ
れ
た
書
状
に
よ
っ
て
、
各
々
の
連
衆

が
既
に
用
意
し
て
い
る
。
入
韻
句
と
第
三
句
を
こ
の
夜
、
当
座
で
出
句
し

た
。瑞
要
は
第
二
百
韻
の
時
に
所
労
の
た
め
に
退
出
し
た
（
『
親
長
卿
記
』
）
。

ま
た
『
親
長
卿
記
』
に
よ
る
と
、
発
句
か
ら
第
三
句
ま
で
を
御
前
で
記
録

し
た
の
は
、
親
長
で
あ
っ
た
。

二
十
三
日
の
暁
か
ら
第
一
百
韻
が
始
ま
る
。こ
の
日
は
第
四
百
韻
ま
で
。

『
実
隆
公
記
』
に
よ
る
と
、
第
一
百
韻
の
執
筆
は
実
隆
が
務
め
た
。
『
親

長
卿
記
』
に
は
、
こ
の
日
、
姉
小
路
基
綱
・
東
坊
城
和
長
も
執
筆
を
務
め

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
親
長
卿
記
』
に
は
、
朝
夕
の
食
事
は

御
所
で
用
意
さ
れ
た
こ
と
、
蘭
坡
た
ち
僧
は
和
長
の
宿
所
で
粥
を
食
べ
た

こ
と
、
僧
た
ち
に
は
昼
に
点
心
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
、
左
大
臣
で
あ
る
西

園
寺
実
遠
は
清
涼
殿
の
鬼
の
間
で
、
薄
以
量
の
役
送
で
食
事
を
摂
っ
た
こ

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
以
下
皇
族
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
所
で
食
事
を

摂
っ
た
（
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
）。

二
十
四
日
は
第
五
百
韻
か
ら
第
七
百
韻
ま
で
。

二
十
五
日
は
第
八
百
韻
か
ら
第
十
百
韻
、
そ
し
て
追
加
の
平
野
法
楽
一

折
が
詠
ま
れ
た
。『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
に
は
、「
あ
す
、
か
す
が
ま
つ
り

に
て
、
御
神
事
は
じ
ま
る
べ
き
に
て
、
御
き
づ
ま
り
な
る
に
、
さ
れ
ど
も

す
る
〳
〵
と
は
や
く
は
て
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
あ
る
。
翌
日
の
春
日
祭
神
事

に
向
け
て
天
皇
に
は
焦
り
が
あ
っ
た
が
、
順
調
に
千
句
が
終
功
し
た
安
堵

が
漂
う
。
な
お
、
和
漢
千
句
が
巻
か
れ
た
三
日
間
は
、
い
ず
れ
も
晴
天
で

あ
っ
た
。

千
句
が
終
功
し
た
後
、
中
院
通
秀
の
『
十
輪
院
内
府
記
』
二
十
六
日
条

に
は
、
高
清
か
ら
装
束
が
返
送
さ
れ
て
き
た
と
あ
る
。
和
漢
千
句
に
参
候

す
る
た
め
の
装
束
を
貸
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
発
句
・
脇

・
第
三
書
様
写
レ

之
返
遣
」
と
あ
る
の
で
、
和
漢
千
句
の
三
つ
物
を
高
清

か
ら
写
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
立
て
続
け
に
実
隆
か
ら
書

信
が
あ
り
、「
御
千
句
無
為
之
由
告
レ

之
、
邂
逅
勅
願
被
二

遂
果
一

之
条
、
珍

重
々
々
」
と
、
和
漢
千
句
が
無
事
に
終
功
し
た
こ
と
を
聞
い
て
喜
ん
で
い

る
。
和
漢
千
句
に
出
座
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
通
秀
の
心
境
を
窺
わ
せ
る
。

二
十
七
日
、
実
隆
等
の
執
筆
が
天
皇
に
召
さ
れ
て
参
内
し
、
誤
り
や
差

し
合
い
を
訂
正
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
三
月
一
日
に
も
実
隆
は
参
内
し
、
和

漢
千
句
の
懐
紙
を
少
々
訂
正
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
『
お
湯
殿
の

上
日
記
』
に
は
「
御
く
わ
ゐ
し
な
を
し
ご
と
に
侍
従
中
納
言
め
す
」
と
実

隆
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
日
は
実
隆
の
み
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

『
実
隆
公
記
』
文
明
十
六
年
十
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
、
同
二
十
三
日

か
ら
二
十
五
日
の
紙
背
文
書
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
女
房
奉
書
が
あ
る
。

御
千
句
の
だ
い
、
「
池
に
を
の
」
と
候
に
「
を
ひ
え
」
と
あ
ね
が
こ
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う
ぢ
つ
け
て
候
、
わ
ろ
く
候
は
ゞ
な
を
さ
せ
ら
れ
候
べ
く
候
。
さ
り

な
が
ら
大
ひ
え
の
心
に
て
候
は
ゞ
、
く
る
し
く
候
ま
じ
く
候
と
お
ぼ

し
め
し
候
。
な
を
し
候
は
ん
ず
る
に
て
候
は
ゞ
、
あ
す
の
御
ば
ん
に
、

御
な
を
し
候
へ
と
申
と
て
候
、
か
し
こ

侍
従
中
納
言
ど
の
へ

こ
の
女
房
奉
書
が
二
月
二
十
六
日
の
も
の
か
、
二
月
二
十
九
日
の
も
の

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
姉
小
路
基
綱
の
付
合
を
訂
正
す
る
よ
う
指
示
し
て

い
る
。
付
合
に
つ
い
て
天
皇
が
細
か
に
目
配
り
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
月
七
日
、
禁
裏
で
は
月
次
外
様
和
漢
聯
句
御
会
が
巻
か
れ
た
。
こ
の

御
会
の
終
わ
っ
た
後
、海
住
山
高
清
と
実
隆
が
和
漢
千
句
の
清
書
を
作
り
、

校
合
し
て
い
る
。
近
衛
政
家
の
『
後
法
興
院
記
』
三
月
八
日
条
に
よ
る
と
、

外
様
御
会
の
後
、
和
漢
千
句
を
見
る
よ
う
天
皇
か
ら
言
わ
れ
、
八
日
に
禁

裏
か
ら
懐
紙
が
下
さ
れ
た
と
あ
る
の
で
、
出
来
上
が
っ
た
清
書
懐
紙
を
早

速
、
政
家
に
送
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
翌
九
日
、
政
家
は
禁
裏
に
懐
紙
を
返

し
て
い
る
。
な
お
実
隆
は
八
日
に
、
前
日
に
作
っ
た
清
書
を
書
写
さ
せ
て

ほ
し
い
と
天
皇
に
申
し
出
、
九
日
に
書
写
し
終
わ
っ
て
い
る
。
政
家
か
ら

返
さ
れ
た
清
書
懐
紙
を
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
千
句
連
歌
か
ら
和
漢
千
句
へ

以
上
、
本
和
漢
千
句
の
成
立
過
程
を
記
録
類
か
ら
辿
っ
て
き
た
。
で
は
、

和
漢
千
句
と
い
う
先
例
を
見
な
い
形
式
の
催
し
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
和
漢
千
句
が
聖
廟
・
北
野
社
へ
の
法
楽
千
句
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
『
実
隆
公
記
』
二
月
二
十
日
条
に
「
自
二

今
日
一

七
ケ

日
令
レ

詣
二

代
官
於
聖
廟
一

、
致
懇
祈
者

□
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で

（
也
）

あ
る
。
北
野
社
は
古
来
、
詩
歌
に
よ
る
託
宣
が
多
く
詩
歌
に
関
わ
る
神
と

し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
連
歌
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
（
七
）

。
『
菟
玖
波
集
』
第
七
神
祇
連
歌
の
巻
頭
は
、
夢
想
に
よ
る
天

神
・
道
真
の
安
楽
寺
託
宣
連
歌
で
あ
り
、
巻
軸
は
撰
者
・
二
条
良
基
の
次

の
句
で
あ
る
。

む
ま
れ
し
も
父
母
な
し
と
き
く
比
に

名
は
菅
原
の
神
の
み
や
で
ら
（

）
622

筑
波
の
道
・
連
歌
の
神
と
し
て
北
野
社
を
称
揚
す
る
意
識
は
、
『
菟
玖

波
集
』
か
ら
強
く
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
八
）

。
さ
ら
に
同
集
・
巻
二
十

発
句
に
は
「
文
保
の
比
宿
願
に
て
、
北
野
社
年
毎
の
千
句
、
最
初
の
発
句

に
」
（

）
の
詞
書
で
救
済
の
句
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
文
保
（
一
三
一

2143

七
―
一
三
一
九
）
の
頃
に
救
済
が
毎
年
、
北
野
社
法
楽
の
千
句
連
歌
を
詠

ん
で
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
（

素
阿
・

南
仏
・

永
運
の
発
句
も
詞

2133

2134

2144

書
に
よ
る
と
救
済
北
野
社
千
句
連
歌
で
の
作
で
あ
る
）
。
ま
た
現
存
す
る

最
古
の
完
備
し
た
千
句
連
歌
で
あ
る
『
紫
野
千
句
』
も
北
野
社
法
楽
で
あ

る
。
永
享
五
年
（
一
四
三
四
）
二
月
に
は
、
足
利
義
教
・
九
条
教
満
・
一

条
兼
良
ら
公
武
揃
っ
て
の
「
北
野
社
万
句
」
も
興
行
さ
れ
て
い
る
。
千
句

・
万
句
に
限
ら
ず
、
百
韻
に
も
法
楽
の
性
格
は
あ
る
が
、
千
句
・
万
句
の

大
き
な
形
式
に
な
る
と
、
法
楽
・
祈
祷
・
追
善
と
い
っ
た
宗
教
的
性
格
は

顕
著
に
な
る
（
九
）

。

後
土
御
門
天
皇
禁
裏
で
は
、
毎
年
二
月
二
十
五
日
と
六
月
二
十
五
日
に

北
野
法
楽
連
歌
御
会
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
六

月
か
ら
は
二
十
五
日
に
連
歌
御
会
が
開
か
れ
る
こ
と
が
定
例
と
な
る
。
月

次
連
歌
御
会
の
式
日
を
菅
原
道
真
の
命
日
（
二
月
二
十
五
日
）
に
定
め
る

点
に
、
す
で
に
北
野
社
信
仰
へ
の
深
い
傾
倒
が
表
れ
て
い
る
。
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な
お
後
土
御
門
天
皇
は
、
本
和
漢
千
句
に
先
立
ち
、
文
明
十
三
年
二
月

二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
、
北
野
法
楽
千
句
連
歌
を
催
し
て
い
る
。
千

句
連
歌
御
会
は
後
小
松
院
仙
洞
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

禁
裏
に
お
い
て
行
わ
れ
た
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
（
十
）

。

そ
の
後
、
翌
十
四
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
も
同
様
に
北
野
法

楽
千
句
連
歌
を
巻
い
て
い
る
。
文
明
十
五
年
二
月
に
は
法
楽
連
歌
は
巻
か

れ
て
お
ら
ず
、
二
月
十
九
日
に
内
侍
所
法
楽
千
首
続
歌
が
行
わ
れ
、
六
月

二
十
五
日
に
法
楽
の
連
歌
と
連
句
二
百
韻
が
巻
か
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
の

社
へ
の
法
楽
か
は
記
録
に
無
く
不
詳
で
あ
る
）
。
二
年
続
い
た
北
野
社
法

楽
千
句
連
歌
の
趣
向
を
変
え
、
十
五
年
度
は
内
侍
所
法
楽
千
首
続
歌
と
六

月
の
連
歌
・
連
句
二
百
韻
を
催
し
た
が
、
十
六
年
度
は
再
び
北
野
社
法
楽

に
戻
し
た
。
但
し
そ
れ
を
和
漢
千
句
と
し
て
企
画
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
以
降
、
後
土
御
門
天
皇
は
、
晩
年
ま
で
千
句
連
歌
を
繰
り
返
し

興
行
し
て
い
る
が
、
中
に
は
独
吟
百
韻
を
十
人
に
各
々
詠
進
さ
せ
て
、
そ

れ
を
合
わ
せ
た
千
句
連
歌
（
文
明
十
八
年
四
月
二
十
五
日
・
文
明
十
九
年

六
月
二
十
四
～
二
十
五
日
）
も
見
ら
れ
る
。
無
論
、
通
常
の
形
式
で
の
千

句
連
歌
が
多
い
が
、
様
々
な
試
み
を
盛
り
込
ん
だ
千
句
連
歌
も
企
画
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
本
和
漢
千
句
も
、
そ
の
よ
う
な
新
機
軸
の
千
句
連
歌
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

本
和
漢
千
句
が
千
句
連
歌
の
変
種
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
百
韻
に
題
が
賦
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

通
常
、
和
漢
聯
句
の
場
合
、
「
和
漢
」
で
あ
る
こ
と
自
体
が
賦
物
に
相
当

す
る
扱
い
で
あ
り
、
端
書
に
も
「
和
漢
」
と
記
す
の
が
慣
わ
し
で
あ
る
。

本
和
漢
千
句
で
も
懐
紙
で
は
慣
習
に
従
っ
て
「
和
漢
」
と
記
す
の
み
で
あ

る
が
、『
実
隆
公
記
』
『
親
長
卿
記
』
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
百
韻
に
題
が
課

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
、
千
句
連
歌
で
そ
れ
ぞ
れ
の
百

韻
を
賦
物
を
変
え
て
詠
む
の
に
相
当
す
る
。
千
句
連
歌
の
場
合
は
、
必
ず

し
も
賦
物
が
当
座
の
季
に
関
わ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
四
季
題
を
取
る

こ
と
も
あ
る
が
、
本
和
漢
千
句
で
は
二
月
下
旬
と
い
う
盛
春
の
季
を
強
く

意
識
し
た
題
ば
か
り
で
あ
る
。
中
で
も
、
第
八
百
韻
の
燕
や
第
九
百
韻
の

梨
花
と
い
う
漢
の
要
素
の
強
い
も
の
は
、
和
漢
聯
句
な
ら
で
は
の
題
で
あ

ろ
う
。

文
明
十
一
年
以
降
、
後
土
御
門
天
皇
は
和
漢
聯
句
に
積
極
的
に
取
り
組

み
始
め
た
。
多
い
時
に
は
、
一
ヶ
月
の
間
に
五
度
・
六
度
と
和
漢
聯
句
を

巻
く
月
も
あ
っ
た
。
文
明
十
三
年
か
ら
は
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
月

次
外
様
和
漢
聯
句
御
会
も
催
さ
れ
て
い
る
。
和
漢
聯
句
に
対
す
る
並
々
な

ら
ぬ
熱
狂
が
、
先
例
を
見
な
い
和
漢
千
句
と
い
う
企
画
を
生
ん
だ
の
で
あ

っ
た
。
な
お
、
明
確
に
法
楽
の
目
的
で
興
行
す
る
和
漢
聯
句
も
、
管
見
で

は
本
和
漢
千
句
が
初
め
て
で
あ
る
。
本
和
漢
千
句
の
後
、
後
土
御
門
天
皇

は
、
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
六
月
二
十
五
日
天
神
名
号
の
法
楽
和
漢
百

韻
、
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
五
月
二
十
二
日
北
野
社
法
楽
和
漢
百
韻
、

明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
十
一
月
三
十
日
に
夢
想
の
北
野
社
法
楽
和
漢
百

韻
を
巻
い
て
い
る
。
本
和
漢
千
句
は
、
和
漢
千
句
の
濫
觴
と
し
て
の
み
な

ら
ず
、
法
楽
和
漢
の
先
蹤
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。
連
歌
の
有
す
る
法
楽

の
性
質
を
和
漢
聯
句
に
も
組
み
込
ん
だ
の
は
、
和
漢
聯
句
を
連
歌
と
等
し

い
も
の
と
し
て
扱
い
、
同
等
の
位
置
へ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

小
森
崇
弘
氏
は
、
法
楽
御
会
の
隆
盛
が
千
句
連
句
文
芸
御
会
の
恒
例
化

に
関
わ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
千
句
連
句
文
芸
御
会
を
後
土
御
門
天
皇
禁
裏

文
芸
壇
の
一
つ
の
頂
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
（
十
一
）

。
千
句
連
句
文
芸

と
和
漢
聯
句
と
い
う
、
後
土
御
門
天
皇
が
禁
裏
文
芸
の
中
に
組
み
込
ん
だ

二
つ
の
形
式
が
交
差
す
る
本
和
漢
千
句
は
、
後
土
御
門
天
皇
禁
裏
の
文
芸
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と
し
て
、
そ
の
特
徴
が
表
出
し
た
催
し
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

三
、
連
衆
か
ら
見
る
催
し
の
性
格

次
に
、
本
和
漢
千
句
の
連
衆
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
禅
僧
に
つ
い
て

は
、
朝
倉
尚
「
禁
裏
連
句
連
歌
御
会
と
禅
僧

―
文
明
後
半
・
長
享
・
延

徳
・
明
応
期
を
中
心
と
し
て

―
」（
『
連
歌
と
中
世
文
芸
』
昭

・
角
川

52

書
店
）
と
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
（
昭

・
講
談
社
）
を
参

58

照
し
た
。
ま
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
『
物
名
連
歌
』

所
収
「
和
漢
千
句

第
三
迄
書
」
に
よ
り
、
発
・
入
韻
・
三
句
ま
で
の
作

者
が
判
明
す
る
の
で
、
そ
れ
を
記
す
。
な
お
本
和
漢
千
句
は
第
五
百
韻
・

第
十
百
韻
の
そ
れ
ぞ
れ
初
～
三
折
ま
で
し
か
現
存
し
な
い
が
、
第
五
と
第

十
百
韻
の
判
明
し
て
い
る
和
・
漢
句
の
出
句
数
を
示
す
。

無
記
（
御
製
）
…
後
土
御
門
天
皇
。
四
十
三
歳
。
第
一
・
追
加
の
発

句
、
第
二
の
入
韻
句
、
第
六
・
第
九
の
第
三
句
。
第

五
和

漢

、
第
十
和

漢

。

5

3

6

3

親
王
御
方

…
勝
仁
親
王
。
後
の
後
柏
原
天
皇
。
二
十
一
歳
。
第
十

の
発
句
、
第
一
の
第
三
句
。
第
五
和

、
第
十
和

。

7

4

式
部
卿
宮

…
伏
見
宮
邦
高
親
王
。
後
土
御
門
天
皇
の
猶
子
。
二
十

九
歳
。
第
二
の
発
句
、
第
五
の
第
三
句
。
第
五
和

、
4

第
十
和

。
3

左
大
臣

…
西
園
寺
実
遠
。
従
一
位
左
大
臣
。
五
十
一
歳
。
第
九

の
発
句
、
第
三
の
第
三
句
。
第
五
和

、
第
十
和

。

5

5

帥

…
葉
室
教
忠
。
正
二
位
前
権
大
納
言
。
権
帥
。
六
十
二

歳
。
第
三
の
発
句
、
第
七
の
第
三
句
。
第
五
和

、
4

第
十
和

。
4

勧
修
寺
大
納
言
…
勧
修
寺
教
秀
。
正
二
位
権
大
納
言
。
五
十
九
歳
。

第
八
の
発
句
、
第
十
の
第
三
句
。
第
五
和

、
第
十

2

和

漢

。

3

2

海
住
山
大
納
言
…
海
住
山
高
清
。
従
二
位
権
大
納
言
。
五
十
九
歳
。

第
七
の
発
句
、
追
加
の
入
韻
句
。
第
五
和

漢

、

2

2

第
十
和

漢

。

4

2

按
察

…
甘
露
寺
親
長
。
正
二
位
前
権
中
納
言
。
按
察
使
。
六

十
一
歳
。
第
四
の
発
句
、
追
加
の
第
三
句
。
第
五
和

、
第
十
和

漢

。

4

3

1

侍
従
中
納
言
…
三
条
西
実
隆
。
従
三
位
権
中
納
言
。
侍
従
。
三
十
歳
。

第
五
の
発
句
、
第
四
の
入
韻
句
。
第
五
和

漢

、

4

2

第
十
和

漢

。

4

2

姉
小
路
宰
相
…
姉
小
路
基
綱
。
従
三
位
参
議
。
四
十
四
歳
。
第
六
の

発
句
、
第
七
の
入
韻
句
。
第
五
和

漢

、
第
十
漢

3

1

。
2

和
長

…
東
坊
城
和
長
。
正
四
位
侍
従
、
文
章
博
士
。
二
十
五

歳
。
第
六
の
入
韻
句
。
第
五
和

、
第
十
漢

。

1

1

卜
部
兼
致

…
神
祇
管
領
長
上
。
二
十
七
歳
。
第
十
漢

。
3

就
山

…
就
山
永
崇
。
相
国
寺
常
徳
院
聯
輝
軒
主
。
伏
見
宮
貞

常
親
王
の
子
、
邦
高
親
王
・
宗
貴
の
同
母
兄
弟
。
二

十
三
歳
。
第
九
の
入
韻
句
、
第
二
の
第
三
句
。
第
五

漢

、
第
十
漢

。

2

4

宗
山

…
宗
山
等
貴
。
相
国
寺
常
徳
院
万
松
軒
主
。
伏
見
宮
貞

常
親
王
の
子
、
邦
高
親
王
・
就
山
永
崇
の
同
母
弟
。

二
十
一
歳
。
第
十
の
入
韻
句
、
第
四
の
第
三
句
。
第

五
漢

、
第
十
和

漢

。

6

1

4



- 30 -

蘭
坡

…
蘭
坡
景
茝
。
南
禅
寺
上
生
院
塔
主
、
相
国
寺
住
持
。

六
十
八
歳
も
し
く
は
六
十
六
歳
。
第
一
の
入
韻
句
、

第
八
の
第
三
句
。
第
五
漢

、
第
十
漢

。

9

7

瑞
要
…

…
笠
関
瑞
要
。
大
光
明
寺
住
持
。
『
親
長
卿
記
』
二
月

二
十
二
日
条
に
よ
る
と
「
自
二

第
二
百
韻
之
時
一

俄
所

労
、
仍
横
出
了
」
と
あ
り
、
第
二
百
韻
の
中
途
で
退

出
し
た
と
い
う
。
第
八
の
入
韻
句
。

承
英

…
文
苑
承
英
。
大
通
院
院
主
。
首
座
。
庭
田
氏
出
身
。

庭
田
盈
子
を
母
と
す
る
邦
高
親
王
・
就
山
・
宗
山
と

は
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
第
三
の
入
韻
句
。
第
五
漢

、
2

第
十
漢

。
2

正
彝

…
道
号
不
明
（
天
祐
正
彝
か
）
。
文
明
十
五
年
十
一
月

十
日
の
月
次
連
句
御
会
が
初
参
。
蘭
坡
の
法
嗣
。
蔵

主
。
第
五
の
入
韻
句
。
第
五
漢

、
第
十
漢

。

4

4

承
球

…
季
玉
承
球
。
文
明
十
五
年
二
月
十
一
日
夢
想
法
楽
連

句
御
会
が
初
参
。
大
沢
氏
出
身
。
蔵
主
。
第
五
漢

、
6

第
十
漢

。
4

本
和
漢
千
句
の
連
衆
の
特
徴
は
、禅
僧
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
親
長
卿
記
』
二
月
二
十
二
日
条
で
親
長
が
「
公
宴
之
時
黒
衣
参
仕
、
希

代
事
也
」
と
記
す
よ
う
に
、
黒
衣
の
僧
が
御
会
に
出
座
す
る
こ
と
は
、
き

わ
め
て
稀
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
続
け
て
「
近
事
如
レ

此
。
座
列

僧
俗
相
交
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
土
御
門
天
皇
禁
裏
御
会
に
お
い
て

は
、僧
侶
と
俗
人
が
座
を
共
有
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

但
し
そ
れ
が
可
能
な
の
は
、あ
く
ま
で
も
内
々
の
私
的
な
御
会
で
あ
っ
た
。

し
か
し
和
漢
千
句
の
場
合
は
、
常
の
内
々
御
会
と
は
異
な
り
、
千
句
と
い

う
大
規
模
な
催
し
で
、
晴
儀
の
性
格
が
濃
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
親
長
も
僧
が

参
加
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
表
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
節
に
前
述
し
た

よ
う
に
、
承
球
が
実
隆
の
も
と
を
訪
れ
談
合
し
て
い
る
の
も
、
晴
儀
の
御

会
に
僧
が
参
加
す
る
と
い
う
異
例
の
事
態
に
備
え
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

摂
関
・
大
臣
ら
も
連
衆
と
し
て
加
わ
る
最
も
格
式
の
高
い
外
様
御
会
に

は
、
黒
衣
の
僧
は
参
仕
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
和
漢
千
句
に
僧
が
出

座
す
る
の
は
、
法
楽
目
的
か
つ
大
規
模
な
御
会
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
も

天
皇
が
私
的
に
催
し
た
御
会
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
和
漢
千

句
が
あ
く
ま
で
も
内
々
の
御
会
で
あ
る
の
は
、
公
家
の
連
衆
か
ら
も
判
断

で
き
る
。
こ
こ
に
出
座
す
る
公
家
た
ち
は
、
左
大
臣
・
西
園
寺
実
遠
を
除

き
、
内
々
御
会
の
常
連
で
あ
る
納
言
以
下
の
中
流
の
公
家
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
文
明
十
三
年
・
翌
十
四
年
の
北
野
社
法
楽
千
句
連
歌
も
同
様
で
あ
る
。

実
遠
は
先
立
つ
二
度
の
千
句
連
歌
に
出
座
し
て
お
ら
ず
、
禁
裏
千
句
文
芸

に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。

後
土
御
門
天
皇
の
禁
裏
御
会
は
、
基
本
的
に
小
番
衆
、
中
で
も
内
々
衆

を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
。
天
皇
の
居
所
近
く
の
内
々
で
小
番
（
日
勤
・
宿
直
）

を
す
る
の
が
内
々
衆
で
、
一
定
の
場
所
よ
り
も
内
々
に
立
ち
入
れ
な
い
の

が
外
様
衆
で
あ
る
。
ち
な
み
に
本
和
漢
千
句
の
連
衆
の
う
ち
、
厳
密
な
意

味
で
内
々
衆
と
呼
べ
る
内
々
小
番
は
実
隆
と
甘
露
寺
親
長
だ
け
で
、
勧
修

寺
教
秀
・
葉
室
教
忠
・
姉
小
路
基
綱
・
東
坊
城
和
長
・
卜
部
兼
致
は
外
様

小
番
で
あ
る
。
な
お
海
住
山
高
清
は
不
明
（
十
二
）

で
あ
る
。
ま
た
、
小
番
は

摂
家
・
清
華
家
の
公
家
は
免
除
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
小
番
衆
、
中
で
も

内
々
衆
は
天
皇
の
身
辺
近
く
に
仕
え
る
近
臣
で
、
後
土
御
門
天
皇
は
近
臣

た
ち
と
の
緊
密
な
関
係
の
中
で
連
歌
・
和
漢
聯
句
御
会
を
開
い
て
い
た
の

で
あ
り
、
内
々
衆
こ
そ
が
禁
裏
御
会
の
中
核
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

後
土
御
門
天
皇
の
禁
裏
御
会
の
性
質
は
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
も
注
目
さ

れ
て
い
る
（
十
三
）

。
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こ
う
し
た
状
況
で
は
、
天
皇
主
催
の
御
会
に
高
位
の
公
家
は
立
ち
入
れ

な
い
。
大
臣
以
上
は
、
内
々
御
会
の
連
衆
と
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
和
漢
千
句
に
は
左
大
臣
・
西
園
寺
実
遠
が
出
座
し
て
い
る
。

実
遠
の
出
座
は
、
本
和
漢
千
句
が
内
々
衆
と
禅
僧
を
中
心
メ
ン
バ
ー
と
す

る
と
い
う
特
徴
と
食
い
違
う
が
、
『
実
隆
公
記
』
二
月
十
五
日
条
に
「
今

度
千
句
御
人
数
和
衆
無
レ

人
」
と
あ
る
よ
う
に
、
和
句
の
連
衆
が
不
足
し

て
い
た
た
め
、
特
別
に
招
集
し
た
の
で
あ
る
。
実
遠
は
文
明
十
三
年
七
月

二
日
か
ら
始
ま
っ
た
外
様
月
次
和
漢
聯
句
御
会
を
、
近
衛
政
家
と
と
も
に

天
皇
に
申
し
入
れ
、
開
催
を
推
進
し
た
人
物
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

大
臣
以
上
が
内
々
の
御
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
状
況
か

ら
、
政
家
と
実
遠
は
、
内
々
衆
の
み
で
開
か
れ
る
御
会
だ
け
で
は
な
く
、

高
位
の
公
家
も
加
わ
れ
る
御
会
を
熱
心
に
求
め
た
の
で
あ
る
（
『
宣
胤
卿

記
』
文
明
十
三
年
七
月
二
日
条
に
「
関
白
（
稿
者
注
、
政
家
）
、
右
府
（
同
、

実
遠
）
等
頻
被
レ

申
之
故
也
」
と
あ
る
）。
但
し
、
実
遠
の
要
請
の
背
景
に

、
、

、

は
、
政
治
的
配
慮
だ
け
で
は
な
く
、
連
歌
・
和
漢
聯
句
に
対
す
る
熱
意
も

あ
っ
た
ら
し
い
。
文
明
十
二
年
八
月
二
十
一
日
の
連
歌
御
会
で
は
、
自
ら

申
沙
汰
（
費
用
負
担
）
を
務
め
て
お
り
、
文
明
十
三
年
九
月
の
月
次
連
歌

御
会
に
は
、
内
大
臣
・
大
炊
御
門
信
量
と
共
に
連
衆
と
し
て
、
た
だ
一
度

だ
け
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
も
小
番
衆
の
み
が
連
衆
と
な
る
月
次
連
歌
御

会
へ
の
、
大
臣
格
の
者
と
し
て
は
異
例
の
出
座
で
あ
る
（
十
四
）

。
本
和
漢
千

句
に
、
他
の
高
位
の
公
家
で
は
な
く
実
遠
の
出
座
が
要
請
さ
れ
た
の
も
、

実
遠
の
和
漢
聯
句
に
対
す
る
熱
意
を
汲
ん
で
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
（
十
五
）

。

但
し
実
遠
の
立
場
は
、
あ
く
ま
で
も
内
々
御
会
の
特
別
な
ゲ
ス
ト
と
位

置
づ
け
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
実
遠
と
政
家
が
開
催
を
要
望
し
た
外
様
御

会
は
、
身
分
や
格
式
に
厳
格
に
縛
ら
れ
る
公
儀
の
会
で
あ
る
。
し
か
し
、

黒
衣
の
僧
は
、
俗
界
の
身
分
・
秩
序
体
系
に
属
さ
な
い
。
僧
（
出
座
を
辞

退
し
た
と
は
い
え
、
招
集
さ
れ
た
肖
柏
も
遁
世
者
で
あ
る
）
を
も
連
衆
に

加
え
て
の
御
会
は
、
そ
れ
が
た
と
え
法
楽
千
句
と
い
う
大
規
模
な
催
し
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
格
式
・
慣
例
に
縛
ら
れ
な
い
内
々
の
御
会
と
し
て
企

画
し
た
後
土
御
門
天
皇
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
王
朝
か
ら
連
綿
と
続
く
歴
史
を
有
し
、
公
式
文
芸
と
し
て
の
位

置
を
確
立
し
た
和
歌
よ
り
も
、
連
歌
や
和
漢
聯
句
・
連
句
を
好
ん
だ
の
が

後
土
御
門
天
皇
で
あ
っ
た
。
身
分
・
秩
序
体
系
を
強
く
意
識
し
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
和
歌
に
比
べ
、
連
句
文
芸
に
は
秩
序
に
縛
ら
れ
ず
に
済
む

自
由
さ
が
あ
っ
た
（
十
六
）

。
し
か
し
た
と
え
連
句
文
芸
で
あ
っ
て
も
外
様
御

会
は
格
式
が
高
く
、
制
約
が
多
い
。
そ
こ
で
自
由
度
の
高
い
内
々
御
会
が
、

後
土
御
門
天
皇
の
ア
イ
デ
ア
を
実
行
す
る
場
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

本
和
漢
千
句
は
、
小
番
衆
と
禅
僧
を
連
衆
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

点
か
ら
、
法
楽
千
句
連
句
文
芸
を
頂
点
と
す
る
後
土
御
門
天
皇
の
禁
裏
文

芸
の
中
核
が
内
々
御
会
の
連
衆
で
あ
る
こ
と
を
示
す
格
好
の
例
で
あ
る
。

そ
し
て
、
後
土
御
門
天
皇
が
禁
裏
文
芸
に
お
い
て
新
た
な
試
み
を
打
ち
出

す
時
、
内
々
御
会
が
そ
の
場
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
う
し
た
場
に
お
い
て
は

家
格
の
高
い
高
位
の
公
家
は
基
本
的
に
ゲ
ス
ト
の
位
置
付
け
で
あ
っ
た
と

い
う
側
面
も
、
本
和
漢
千
句
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
諸
本

な
お
、
本
和
漢
千
句
の
本
文
は
断
片
的
に
し
か
伝
わ
ら
な
い
。
第
五
百

韻
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
和
漢
聯
句

八
箇
度
』（

―

）
に
、
第
十
百

456

46

韻
は
同
蔵
『
賦
物
連
歌

一
』（
桂
宮
本

―

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

456

50
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い
ず
れ
も
名
残
折
を
欠
い
た
状
態
で
、
初
～
三
折
ま
で
の
七
十
八
句
を
残

し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
孤
本
で
、
興
行
の
後
に
作
成
さ
れ
た
清
書
懐
紙
で

あ
り
、
打
曇
の
雁
皮
紙
が
料
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第
五
・
第
十

百
韻
、
と
も
に
三
条
西
実
隆
筆
。
料
紙
の
大
き
さ
は
、
第
五
百
韻
は
、
縦

・

、
横

・

、
第
十
百
韻
は
、
縦

・

、
横

・

17

2
cm

53

9
cm

18

0
cm

53

8
cm

で
、
お
お
よ
そ
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
。

第
十
百
韻
の
本
文
は
、
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
・
中
国
文
学
研
究
室

編
『
室
町
前
期
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』
（
平

・
臨
川
書
店
）
に
、
作
品

20

番
号
【
二
五
】
と
し
て
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
第
五
百
韻
は
同
書

に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
第
五
百
韻
は
、
『
和
漢
聯
句

八
箇
度
』
（

―
456

）と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
八
種
の
和
漢
百
韻
の
う
ち
の
一
で
あ
り
、

46こ
の
『
和
漢
聯
句

八
箇
度
』
所
収
の
他
の
七
種
の
和
漢
聯
句
は
同
書
に

全
て
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
来
は
収
載
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
も
の

が
、
漏
れ
落
ち
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

い
ず
れ
は
補
遺
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

「
和
漢
千
句

第
五
百
韻
」
に
つ
い
て
は
、
以
後
、
近
世
ま
で
続
く
和
漢

千
句
と
い
う
形
式
の
濫
觴
に
あ
た
る
こ
と
、
応
仁
・
文
明
の
乱
後
に
花
開

い
た
後
土
御
門
天
皇
禁
裏
に
お
け
る
文
芸
活
動
の
中
で
も
大
き
な
催
し
で

あ
る
こ
と
、
な
ど
文
学
史
上
の
意
義
を
考
え
て
、
翻
刻
を
付
載
す
る
。

ま
た
、
第
五
・
第
十
百
韻
以
外
の
百
韻
に
つ
い
て
、
発
句
か
ら
第
三
句

ま
で
の
句
と
作
者
を
知
り
う
る
資
料
と
し
て
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書

館
蔵
『
物
名
連
歌
』
所
収
「
和
漢
千
句

第
三
迄
書
」（
以
下
、「
第
三
迄

書
」
と
略
）
と
、
『
親
長
卿
記
』
文
明
十
六
年
二
月
二
十
二
日
条
の
三
つ

物
を
記
録
し
た
箇
所
が
あ
る
。こ
の
三
つ
物
も
資
料
と
し
て
翻
刻
を
付
す
。

但
し
、
詳
細
は
後
掲
の
翻
刻
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
ご
く
短
い
本
文
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
数
多
く
の
本
文
異
同
が
あ
る
。
『
十
輪
院
内
府
記
』
に

よ
る
と
中
院
通
秀
は
、
海
住
山
高
清
か
ら
三
つ
物
の
記
録
を
借
り
て
書
写

し
て
い
る
し
、
『
親
長
卿
記
』
に
も
三
つ
物
の
記
録
が
あ
る
か
ら
、「
和
漢

千
句

第
三
迄
書
」
も
、
元
来
は
こ
う
し
た
記
録
を
書
写
し
た
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
作
者
名
の
記
載
の
違
い
な
ど
か
ら
、
親
長
以
外
の
連
衆

に
よ
る
記
録
と
推
測
さ
れ
る
。
本
文
異
同
に
つ
い
て
は
、
本
和
漢
千
句
の

連
衆
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
『
親
長
卿
記
』
に
「
入
韻
第
三
等
当
座
也
、

予
於
二

御
前
一

書
レ

之
」
と
記
す
よ
う
に
御
前
で
記
録
を
勤
め
た
親
長
の
『
親

長
卿
記
』
の
本
文
を
優
先
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
『
親

長
卿
記
』
は
第
八
百
韻
の
発
句
を
欠
い
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
第
四
百
韻

の
発
句
作
者
を
「
親
王
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
『
実
隆
公
記
』
の
記
述
と

食
い
違
う
。
第
四
百
韻
の
発
句
作
者
は
、
『
実
隆
公
記
』
に
よ
る
と
親
長

で
あ
り
、
他
な
ら
ぬ
親
長
自
身
が
記
録
を
誤
る
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か

し
、
『
親
長
卿
記
』
に
従
う
と
、
勝
仁
親
王
が
第
四
・
第
十
百
韻
の
二
度

の
発
句
作
者
を
務
め
た
こ
と
に
な
る
の
が
不
審
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
親

長
卿
記
』
で
は
自
身
の
名
を
「
親
長
」
と
記
し
て
い
た
の
を
、
書
写
の
過

、

程
で
「
親
王
」
と
誤
写
が
起
こ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
追

、

加
第
三
句
の
作
者
を
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
で
は
「
親
王
」
を
見

せ
消
ち
し
「
親
長
イ
」
と
訂
正
し
て
い
る
の
も
、
同
様
の
誤
写
が
行
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
）
。

『
親
長
卿
記
』
の
書
写
の
過
程
で
、
本
文
に
乱
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、

「
第
三
迄
書
」
が
そ
の
欠
を
補
う
本
文
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
資
料

の
翻
刻
が
無
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
「
第
三
迄
書
」
を
底
本
と
し
、『
親

長
卿
記
』
と
の
異
同
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
「
第
三
迄
書
」
に
は
、
追
加
の
後
に
以
下
の
発
句
・
入
韻
句
が

記
さ
れ
て
い
る
。

当
座
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落
葉
し
て
置
霜
か
ろ
き
梢
哉
御

寒

岩

献

緑

松

大
和

但
し
、
二
月
二
十
五
日
に
和
漢
千
句
が
終
功
し
て
追
加
も
終
わ
っ
た
後
、

当
座
で
更
に
和
漢
が
巻
か
れ
た
と
い
う
の
は
、『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
『
実

隆
公
記
』
『
親
長
卿
記
』
の
記
録
に
見
ら
れ
な
い
。
し
か
も
こ
の
当
座
の

御
製
発
句
「
落
葉
し
て
置
霜
か
ろ
き
梢
哉
」
は
、
明
ら
か
に
晩
秋
か
ら
初

冬
の
句
で
あ
り
、
二
月
下
旬
と
い
う
盛
春
に
催
さ
れ
た
本
和
漢
千
句
と
は

季
節
が
食
い
違
う
。
ま
た
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
に
よ
る
と
、
翌
日
の
春

日
祭
の
神
事
が
始
ま
る
た
め
に
時
間
を
気
に
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、

そ
の
よ
う
な
状
況
で
当
座
の
和
漢
が
予
定
外
に
巻
か
れ
る
と
は
考
え
に
く

い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
こ
の
当
座
の
発
句
・
入
韻
句
は
、
別
の
折
の
も

の
が
混
入
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
翻
刻
か
ら
は
除
い
た
。

五
、
「
文
明
十
六
年
二
月
和
漢
千
句

第
五
百
韻
」
翻
刻

【
翻
刻
凡
例
】

・
底
本
に
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
和
漢
聯
句

八
箇
度
』
（

―

）
所
収

456
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本
を
用
い
た
。
な
お
底
本
は
、
懐
紙
を
紙
縒
り
で
仮
綴
。
縦

・

、

17

2
cm

横

・

（
初
折
）
。
料
紙
は
打
曇
装
飾
を
施
し
た
雁
皮
紙
。
初
折

53

9
cm

か
ら
三
折
ま
で
現
存
し
て
い
る
。

・
句
頭
に
わ
た
く
し
に
通
し
番
号
を
振
っ
た
。

・
漢
字
は
通
行
の
字
体
で
統
一
し
た
。

・
紙
移
り
は
、
連
歌
懐
紙
に
お
け
る
通
用
の
名
称
を
用
い
、
『
」
初
オ
』

の
よ
う
に
示
す
。

【
本
文
】

〈
下
平
声
二
簫
韻
〉

文
明
十
六
年
二
月
廿
四
日

第
五

和
漢
聯
句

蕨
お
ふ
る
野
は
紫
の
苔
地
か
な

侍
従
中
納
言

1
山

青

覚

雪

消

正
彝

2
あ
け
わ
た
り
た
か
ね
に
春
の
雨
は
れ
て

式
部
卿
宮

3
雲
ま
た
え
〳
〵
月
の
こ
る
み
ゆ

勧
修
寺
大
納
言

4
故
郷
の
秋
の
面
影
い
か
な
ら
ん

親
王
御
方

5
あ
と
や
は
る
け
き
雁
の
く
る
空

帥

6
投

澗

平

安

字

宗
山

7
回

風

大

雅

韶

蘭
坡

」
初
オ

8
緩

筇

駆

景

美

海
住
山
大
納
言

9
吟

帽

望

村

遙

10
向

晩

山

先

睡

就
山

11
や
と
り
を
と
る
か
か
ら
す
な
く
声

按
察

12
人
も
な
き
森
の
木
陰
は
物
さ
ひ
て

左
大
臣

13
秋
の
お
も
ひ
も
ふ
か
き
野
の
宮

姉
小
路
宰
相

14
虫

機

愁

幾

緒

承
英

15
萩
の
に
し
き
は
露
の
た
て
ぬ
き

海
住
山
大
納
言

16
雲

碧

昼

遊

越

承
球

17
沙

明

夜

泛

瀟

侍
従
中
納
言

18
涼
し
く
も
篷
屋
の
月
の
影
ふ
け
て

和
長

19
た
ゝ
ひ
と
へ
な
る
あ
し
か
き
の
う
ち

20
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ち
ら
ぬ
よ
り
風
に
ま
ち
か
き
花
は
う
し

親
王
御
方

21
春
に
こ
ゝ
ろ
の
う
か
れ
行
こ
ろ

按
察

」
初
ウ

22
鞭

蛙

堪

作

馬

正
彝

23
諱

麝

若

何

鷯

蘭
坡

24
霜

印

歳

寒

柏

承
球

25
秋

摧

時

雨

蕉

海
住
山
大
納
言

26
月
を
見
は
夢
も
や
や
か
て
や
ふ
れ
ま
し

按
察

27
貯

夏

送

永

宵

蘭
坡

28
雲

南

誰

作

鬼

侍
従
中
納
言

29
あ
す
か
の
寺
そ
あ
れ
て
久
し
き

30
鐘
や
ま
た
け
ふ
も
く
れ
ぬ
と
つ
け
ぬ
ら
ん

親
王
御
方

31
春
も
い
ま
は
の
と
り
の
声
〳
〵

帥

32
雑

霞

花

亦

雪

宗
山

33
添

暖

竹

無

飈

34
墀

息

覧

輝

鳳

承
英

35
戸

垂

報

喜

蛸

承
球

」
二
オ

36
く
へ
き
よ
ひ
ま
つ
夜
の
袖
を
ま
き
ほ
し
て

侍
従
中
納
言

37
そ
ら
た
き
も
の
も
人
や
と
か
め
ん

38
一
枝
を
手
折
て
か
へ
る
菊
の
花

左
大
臣

39
山
路
の
秋
そ
わ
き
て
さ
ひ
ぬ
る

式
部
卿
宮

40
断

腸

猿

笛

冷

宗
山

41
露

脛

鶴

裘

飄

蘭
坡

42
霜
か
ろ
き
入
江
の
あ
し
や
さ
や
く
ら
ん

親
王
御
方

43
こ
ほ
る
か
浪
の
音
は
き
こ
え
す

勧
修
寺
大
納
言

44
鼓

舷

漁

曲

答

姉
小
路
宰
相

45
食

鼎

相

材

調

正
彝

46

宅

足

養

紅

薬

蘭
坡

47
隠

堪

甘

白

苕

承
球

48
ち
り
の
世
を
心
に
ふ
か
く
は
ら
ひ
き
て

侍
従
中
納
言

49
身
に
は
つ
も
れ
る
つ
み
も
あ
ら
し
な

帥

」
二
ウ

50
黍
粟
も
く
は
て
お
こ
な
ふ
墨
の
袖

51
午

過

寺

寂

寥

宗
山

52
鶏
や
と
き
を
さ
し
て
も
し
ら
す
ら
ん

親
王
御
方

53
龍
田
の
山
そ
色
か
は
り
ぬ
る

式
部
卿
宮

54
秋
な
か
ら
は
つ
瀬
の
檜
は
ら
あ
を
や
か
に

左
大
臣

55
霧
ま
に
た
か
き
河
音
の
雨

帥

56
い
つ
は
り
と
聞
よ
り
袖
の
ま
つ
ぬ
れ
て

姉
小
路
宰
相

57
何

日

慰

無

聊

就
山

58
直

贖

長

門

賦

承
球

59
哀

伝

故

郢

謡

蘭
坡

60
泰

平

方

在

雀

61
章

甫

已

成

貂

蘭
坡

62
お
き
出
る
庭
に
は
星
を
い
た
ゝ
き
て

左
大
臣

63
雲
井
の
月
そ
あ
か
す
入
ぬ
る

親
王
御
方

」
三
オ

64
ひ
と
り
ね
も
う
し
と
や
秋
に
か
こ
た
ま
し

按
察

65
蕣

与

妾

顔

凋

承
球

66
艶

旭

移

蘆

影

蘭
坡

67
清

時

記

玉

条

宗
山

68
ま
つ
り
こ
と
お
さ
ま
る
風
を
つ
た
へ
き
て

海
住
山
大
納
言

69
も
ろ
こ
し
船
も
御
調
を
や
つ
む

姉
小
路
宰
相

70
旅
の
空
遠
き
た
よ
り
を
ま
つ
ら
か
た

式
部
卿
宮

71
晩

来

誰

問

潮

宗
山

72
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桑

枯

重

産

尹

蘭
坡

73
韭

茁

再

逢

堯

正
彝

74
渓
陰
は
中
〳
〵
や
す
き
す
ま
居
に
て

75
軒
は
の
山
に
薪
を
そ
と
る

侍
従
中
納
言

76
と
を
く
行
み
ち
は
た
え
つ
ゝ
雪
ふ
か
み

左
大
臣

77
氷
れ
る
月
も
影
は
と
ま
ら
す

親
王
御
方

」
三
ウ

78

六
、
「
和
漢
千
句

第
三
迄
書
」
翻
刻

【
翻
刻
凡
例
】

・
底
本
に
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
物
名
連
歌
』
（
綿
屋
文

庫
れ

・

・

）
所
収
本
を
用
い
る
（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

4

2

29

蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
依
る
）
。

・
対
校
本
に
は
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
『
親
長
卿
記
』
（
ヨ

―
216

、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
〈

―

―

、N
793

〉

78

6

199

1

に
依
る
）
文
明
十
六
年
二
月
二
十
二
日
条
を
用
い
る
。

・
底
本
と
対
校
本
に
異
同
が
あ
る
箇
所
に
「
＊
」
と
通
し
番
号
を
付
け
、

各
百
韻
の
第
三
句
の
後
に
対
校
本
に
よ
る
本
文
を
、
【
親
】
の
略
称
に

続
け
て
示
し
た
。

・
末
尾
に
賦
さ
れ
た
「
当
座
」
二
句
は
、
別
の
折
の
も
の
が
混
入
し
た
も

の
と
考
え
、
翻
刻
か
ら
は
削
除
し
た
。

【
本
文
】

和
漢
千
句
第
三
迄
書

＊
端
書
…
【
親
】
ナ
シ

第
一

鶯

＊
１

鶯
の
な
く
野
へ
ち
か
き
宮
居
哉

御
製

＊
２

花

開

有

瑞

籬

蘭
坡

＊
３

か
す
む
る
も
四
方
に
隠
す
影
さ
し
て

親
王
御
方

＊
４

＊
１
第
一
鶯
…
【
親
】
第
一

＊
２
御
製
…
【
親
】
ナ
シ

＊
３
開
…
【
親
】
囲

＊
４
隠
す
影
さ
し
て
…
【
親
】
へ
た
て
ぬ
影

さ
え
て

第
二

残
雪

＊
５

春
寒
し
霞
や
消
る
嶺
の
雪

式
部
卿

＊
６

雁

帰

山

更

鮮

読

書

僅

日

永

就
山

＊
７

＊
８

＊
５
第
二
残
雪
…
【
親
】
第
二

＊
６
式
部
卿
…
【
親
】
式
部
卿
親

王

＊
７
僅
…
【
親
】
忘

＊
８
永
…
【
親
】
長

第
三

柳

＊
９

や
と
り
き
て
鳥
さ
へ
眠
る
柳
哉

帥＊
１
０

煙

暖

帯

晴

園

承
英

庭
の
雪
今
朝
吹
東
風
に
消
初
て

左
大
臣

＊
９
第
三
柳
…
【
親
】
第
三

＊
１
０
帥
…
【
親
】
権
帥

第
四

梅

＊
１
１

風
に
飛
梅
か
香
深
き
此
野
哉

按
察

＊
１
２

＊
１
３

簷

春

千

里

鶯

実
隆

＊
１
４

＊
１
５

渡

江

霞

欲

曙

宗
山

＊
１
１
第
四
梅
…
【
親
】
第
四

＊
１
２
哉
…
【
親
】
な

＊
１
３

按
察
…
【
親
】
親
王

＊
１
４
簷
…
【
親
】
管

＊
１
５
実
隆
…
【
親
】
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侍
従
中
納
言

第
五

蕨

＊
１
６

わ
ら
ひ
折
野
は
紫
の
苔
地
か
な

侍
従

＊
１
７

＊
１
８

山

青

覚

雪

消

正
彝

明
渡
る
高
根
に
春
の
雨
晴
て

式
部

＊
１
９

＊
１
６
第
五
蕨
…
【
親
】
第
五

＊
１
７
折
…
【
親
】
お
ふ
る

＊
１
８
侍
従
…
【
親
】
侍
従
中
納
言

＊
１
９
式
部
…
【
親
】
式
部

卿
親
王

第
六

春
雨

＊
２
０

春
ふ
る
は
木
目
を
そ
む
る
時
雨
哉

基
綱

＊
２
１

含

露

柳

眉

新

和
長

燕

踏

晴

糸

乱

＊
２
２

＊
２
３

＊
２
０
第
六
春
雨
…
【
親
】
第
六

＊
２
１
基
綱
…
【
親
】
姉
小
路

〈
宗
加
〉

＊
２
２
踏
…
【
親
】
蹴

＊
２
３
（
無
記
）
…
【
親
】

宰

相

承
球

第
七

桜

＊
２
４

咲
初
て
か
す
み
も
白
し
山
桜

海
住
山
大
納
言

露

濃

群

卉

芳

姉
小
路
宰
相

＊
２
５

閑
に
も
胡
蝶
の
遊
ふ
園
の
中

帥＊
２
６

＊
２
４
第
七
桜
…
【
親
】
第
七

＊
２
５
卉

…
【
親
】
幸卉イ

＊
２
６
帥
…
【
親
】
権
帥

第
八

燕

＊
２
７

釣
簾
ち
か
く
春
日
に
終
る
燕
か
な

勧
修
寺

＊
２
８

杏

紅

遮

画

欄

瑞
要

＊
２
９

染

霞

山

似

筆

蘭
坡

＊
２
７
第
八
燕
…
【
親
】
第
八

＊
２
８
釣
簾
ち
か
く
～
勧
修
寺
…

【
親
】
ナ
シ

＊
２
９
紅
…
【
親
】
舁紅

イ

第
九

梨

＊
３
０

折
人
も
な
し
は
ひ
さ
し
き
盛
り
哉

左
大
臣

＊
３
１

霞

埋

浦

次

来

就
山

朝
氷
と
け
て
は
る
け
き
舟
の
路

＊
３
０
第
九
梨
…
【
親
】
第
九

＊
３
１
な
し
は
…
【
親
】

□
（
二
字
分
空
白
）

は
第
十

蛙
＊
３
２

波
た
ゝ
ぬ
水
に
声
あ
る
蛙
か
な

親
王

＊
３
３

氷

自

玉

池

融

宗
山

＊
３
４

山

帯

出

霞

月

勧
修
寺

＊
３
５

＊
３
２
第
十
蛙
…
【
親
】
第
十

＊
３
３
親
王
…
【
親
】
親
王
御
方

＊
３
４
宗
山
…
【
親
】
宗

＊
３
５
勧
修
寺
…
【
親
】
勧
修
寺
大
納

言追
加

＊
３
６

九
重
の
外
山
も
幾
重
花
の
雲＊

３
７

日

長

林

亦

霞

海
住

＊
３
８

か
へ
り
行
空
に
長
閑
き
鳥
の
声

按
察

＊
３
９

＊
３
６
追
加
…
【
親
】
平
野

＊
３
７
雲
…
【
親
】
春

＊
３
８
海

空
イ
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住
…
【
親
】
海
住
山
大
納
言

＊
３
９
按
察
…
【
親
】〈
親
王
〉

親

長

イ

［
注
］

（
一
）
両
角
倉
一
「
和
漢
連
句
お
ぼ
え
が
き

―
作
者
層
の
変
遷
と
連
歌
へ
の
二
、

三
の
影
響

―
」
（
『
未
定
稿
』

、
昭

・

）
、
拙
稿
「
和
漢
聯
句

―

6

34

4

後
土
御
門
天
皇
の
内
々
御
会
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
ア
ジ
ア
遊
学

も
う
一
つ

155

の
古
典
知

―
前
近
代
日
本
の
知
の
可
能
性
』
平

・
勉
誠
出
版
）

24

（
二
）
齋
藤
清
衞
「
支
那
文
学
同
化
の
過
程
に
関
す
る
一
考
察

―
特
に
東
山
時

代
の
和
漢
聯
句
を
中
心
に
し
て

―
」（
『
国
語
と
国
文
学
』

―

、
昭

15

4

13

・

）
4

（
三
）
國
米
秀
明
「
漢
和
聯
句
・
和
漢
聯
句
に
つ
い
て

―
付
、
漢
和
聯
句
・
和

漢
聯
句
張
行
年
表
（
文
明
七
年
～
長
享
二
年
）
并
、
文
明
十
三
年
和
漢
聯
句

連
衆
表

―
」
（
『
国
文
学
論
叢
』

、
昭

・

）
、
小
森
崇
弘
『
戦
国
期

30

60

3

禁
裏
と
公
家
社
会
の
文
化
史

―
後
土
御
門
天
皇
期
を
中
心
に

―
』
（
平

・
小
森
崇
弘
君
著
書
刊
行
委
員
会
）
第
一
部
第
一
章
「
後
土
御
門
天
皇
の

22月
次
連
句
文
芸
御
会
と
公
家
」
に
詳
し
い
。
ま
た
、
稿
者
も
「
漢
和
聯
句
と

後
土
御
門
天
皇
の
文
明
期
連
歌
壇
」
（
『
文
明
十
四
年
三
月
二
十
六
日

漢
和

百
韻
譯
注
』
〈
平

・
勉
誠
出
版
〉
所
収
）
に
お
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ

19

る
。

（
四
）
朝
倉
尚
「
連
句
連
歌
会
の
形
態

―
「
実
隆
公
記
」
を
中
心
に

―
」（
『
連

歌
と
そ
の
周
辺
』
昭

・
広
島
中
世
文
芸
研
究
会
）

42

（
五
）
深
沢
眞
二
『
「
和
漢
」
の
世
界

―
和
漢
聯
句
の
基
礎
的
研
究

―
』（
平

・
清
文
堂
出
版
）
第
Ⅰ
部
第
三
章
「
桃
山
時
代
の
和
漢
聯
句
」・
第
Ⅱ
部

22第
三
章
「
『
眠
寤
集
和
語
対
類
』
考
」
に
詳
し
い
。

（
六
）
前
掲
注
（
二
）
齋
藤
論
文
、
注
（
四
）
朝
倉
論
文
、
注
（
五
）
深
沢
著
書

第
Ⅰ
部
第
一
章
「
和
漢
聯
句
の
世
界
」

（
七
）
『
伊
地
知
鐵
男
著
作
集
Ⅱ
〈
連
歌
・
連
歌
史
〉
』（
平

・
汲
古
書
院
）
所

8

収
「
北
野
信
仰
と
連
歌
」

（
八
）
金
子
金
治
郎
「
菟
玖
波
集
の
成
立
と
北
野
信
仰
」（
『
連
歌
俳
諧
研
究
』

、
25

昭

・

）

38

7

（
九
）
島
津
忠
夫
著
作
集
第
二
巻
『
連
歌
』（
平

・
和
泉
書
院
）
第
二
章
三
「
千

15

句
連
歌
の
興
行
と
そ
の
変
遷
」

（
十
）
前
掲
注
（
三
）
小
森
著
書
第
三
部
第
一
章
「
後
土
御
門
天
皇
連
句
文
芸
御

会
の
歴
史
的
位
相
」
に
指
摘
が
あ
る
。

（
十
一
）
前
掲
注
（
三
）
小
森
著
書
第
三
部
第
一
章
「
後
土
御
門
天
皇
連
句
文
芸

御
会
の
歴
史
的
位
相
」

（
十
二
）
禁
裏
小
番
の
内
々
と
外
様
の
別
は
、
『
実
隆
公
記
』
長
享
二
年
十
月
四

日
条
参
照
。

（
十
三
）
酒
井
信
彦
「
戦
国
時
代
に
お
け
る
朝
廷
の
文
化
活
動

―
後
土
御
門
天

皇
在
位
期
の
文
芸
的
御
会

―
」（『
儀
礼
文
化
』

、
平

）
、
前
掲
注
（
三
）

37

18

小
森
著
書
第
一
部
第
一
章
「
後
土
御
門
天
皇
の
月
次
連
句
文
芸
御
会
と
公
家
」

（
十
四
）
前
掲
注
（
三
）
小
森
著
書
第
一
部
第
一
章
「
後
土
御
門
天
皇
の
月
次
連

句
文
芸
御
会
と
公
家
」

（
十
五
）
近
衛
政
家
も
自
邸
で
和
漢
聯
句
を
月
次
で
巻
い
て
お
り
、
和
漢
聯
句
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
文
明
十
四
年
閏
七
月

二
十
一
日
の
御
会
で
、
恒
例
の
一
献
の
際
、
断
酒
精
進
を
理
由
に
天
皇
の
酌

を
受
け
ず
天
皇
が
激
怒
し
、
外
様
和
漢
聯
句
御
会
が
停
止
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
政
家
よ
り
も
実
遠
の
方
が
潤
滑
な
関
係
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
十
六
）
前
掲
注
（
三
）
小
森
著
書
第
一
部
補
論
「
応
仁
・
文
明
の
乱
後
の
禁
裏

文
芸
壇
と
足
利
将
軍
家
～
和
歌
晴
御
会
の
挫
折
と
千
句
連
句
文
芸
御
会
の
隆

盛
～
」
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論
文
中
の
本
文
引
用
は
、
以
下
の
資
料
に
依
る
。
返
り
点
・
濁
点
は
わ
た
く
し

に
付
し
た
。『
実
隆
公
記
』
…
『
実
隆
公
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
大
洋
社
）
、

『
親
長
卿
記
』
…
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
ヨ

―

、
国
文
学
研
究
資

216

78

料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
〈

―

―

、N
793

〉
に
依
る
）
、
『
お
湯
殿
の
上

6

199

1

日
記
』
…
続
群
書
類
従
・
補
遺
三
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
（
一
）
』（
訂
正
三
版

・
昭

・
続
群
書
類
従
完
成
会
）
、『
十
輪
院
内
府
記
』
…
史
料
簒
集
『
十
輪
院

32

内
府
記
』（
昭

・
続
群
書
類
従
完
成
会
）
、『
菟
玖
波
集
』
…
金
子
金
治
郎
『
菟

47

玖
波
集
の
研
究
』（
昭

・
風
間
書
房
）
所
収
広
島
大
学
蔵
安
藤
野
雁
旧
蔵
本

40

［
付
記
］

第
五
百
韻
の
翻
刻
に
は
、
楊
昆
鵬
氏
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
Ｂ
・
２
５
５
７
７
０
１
０
０
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
こ
や
ま

じ
ゅ
ん
こ
・
国
文
学
研
究
資
料
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授
）


